
特集建設DXの展開

1.　はじめに

地方共同法人日本下水道事業団（以下，「JS」
という）は全国の下水道施設整備を目的とした組
織であり，国と地方公共団体の出資により昭和
47 年に設立された下水道事業センターを前身と
します。昭和 50 年に日本下水道事業団への改組
を経て，平成 15 年，地方公共団体からの 100% 出
資に切り替わった際に地方共同法人へと移行し，
令和 4 年には創立 50 年を迎えました（図－ 1）。

下水道技術者をプールし，地方公共団体の下水
道事業を支援する団体として地方公共団体からの
委託を受け（そのため，JS ではこれらの地方公
共団体を「委託団体」と呼んでいます），下水道
の根幹施設の建設や維持管理に関する技術援助の
ほか，国内の下水道事業推進のための研修事業や
技術開発・実用化を推し進めてきました。

それらの事業に加えて災害復旧支援にも取り組
んでおり，全国の地方公共団体と災害支援協定を
締結し，平時・非常時の一体的支援を実施してい
ます。その他，海外の下水道支援活動なども行っ
ており，国内外を問わず幅広い活動を続けています。

JS の働き方の特徴として，全国各地の下水処
理施設を整備するため，事務所以外でも業務を実
施できるよう以前から業務の DX 化を進めてお
り，全職員に配布されたノートパソコンによるリ
モートワークのほか，社内の情報共有システムな
どにより，事務所に依存しない働き方の構築に努
めてきました。これらが幸いし，コロナ禍におい
ては即座にリモートワークに切り替えることがで
き，感染拡大を防ぎつつ業務を遂行することがで
きました。

近年では JS 内だけではなく，工事関係書類の
ような外部とのやりとりについても紙の書類から
電子データに移行し，JS 版工事情報共有システム

「JS-INSPIRE」による工事管理や電子検査の実
施など業務効率を高める取り組みを行っています。
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下水道BIM/CIMライブラリの始動

図－ 1　創立 50年を記念したマンホールカード
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2.　「下水道BIM/CIM活用方法 
第 1 版」の公表

JS は平成 26 年度より BIM/CIM 活用に取り組
んでおり，これまで蓄積してきた知見を基に「下
水道 BIM/CIM 活用方法 第 1 版」を令和 5 年 4
月に発表しました。これは JS における BIM/
CIM 活用方法の考え方をまとめたものですが，
これを JS のみならず委託団体や受注者の皆さま
にも価値をもたらす「三方よし」にしたいとの思
いから，内部資料とせず一般に公開しています。
この最大の目的は，プロジェクト・プロセス間の
情報損失を最大限回避し，効率的で高品質なマネ
ジメントを目指すことです。

下水道事業の遂行上の特徴として，計画から工
事完成まで長期にわたり専門の異なる大勢の技術
者，関係者が存在することが挙げられます。プロ
ジェクトを進める中では，委託団体の下水道部
局，コンサルタント，施工会社等と何度も繰り返
し協議を行います。土木・建築・機械設備・電気
設備の専門技術者が関わり，場合によっては下水
道の知識を持たない周辺住民の方や関係機関へ説
明し，施工に理解を得る必要があります。このコ
ミュニケーションの中で相互の理解の齟齬や誤
解，行き詰まりを回避することで，事業を円滑に
進めるマネジメントが可能となります。

JS の「下水道 BIM/CIM 活用方法 第 1 版」は，
BIM/CIM が利用できる段階を，「現況把握」，

「施設配置検討」，「設備等配置検討」，「施工検
討」，「概算数量 / 金額算定」，「空間調整」，「竣工
状況記録」，「デジタルデータ引渡」に大別し，こ
れらを使って「合意形成」を図るということで九
つの活用段階を設定しています。この活用段階に
おけるそれぞれのメリットや必要資機材・スキ
ル，考慮すべき事項を解説しています（図－ 2）。

また，設計や施工など，業務ごとに活用段階が
まとめられており，用語集も兼ねていることか
ら，BIM/CIM 活用に慣れていない方でも簡単に
利用できるマニュアルとなっています。JS はこ

のマニュアルを Web サイトで公表し，JS 受託事
業に限らず，必要とする人々に広く利用されるこ
とを期待しています。

3.　下水道BIM/CIMオブジェクト
標準の狙い

「オブジェクト」は，BIM/CIM においてコン
ピューター上でのモデル構築や設計検討を行う際
に使用される仮想的な「部材」のことを指します。
壁・梁のような部材，建具，機器などを対象にコ
ンピューター上でモデル化し，そこに形状情報と
属性情報を付与します。形状情報は 3 次元空間に
おける形状・寸法であり，属性情報は名称や仕様
などの形状以外の情報となります。

BIM/CIM 活用が先行している建築分野におい
てのオブジェクトは，民間のユーザーに支えられ
莫大な量がライブラリとして蓄積され，容易に流
用できるようになっており，高い効果をもたらし
ています。データの取り扱いにおいても，BIM

図－ 2　下水道 BIM/CIM活用方法より抜粋
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ライブラリ技術研究組合から「BLCL BIM オブ
ジェクト標準 Version 2.0」が公表されるなど，
データそのものを規格化し，業界を挙げて効率的
な運用を目指す取り組みが進められています。

下水道における BIM/CIM 活用は，建築分野に
比べて発展途上であり，オブジェクトを管理する
ための共通の取り決めが存在していませんでし
た。加えて，下水道は大口径の管材や弁など，下
水道以外ではあまり用いられない部材が多く，建
築分野と比べると事業規模が大きくないことか
ら，民間主導でのライブラリ蓄積も進んでいませ
んでした。

そこで，JS が下水道 BIM/CIM のオブジェク
トを標準化することで，下水道分野における
BIM/CIM 活用の指標を設定し，同時にオブジェ
クトを収集，整理してライブラリ化を図るため，
令和 6 年 3 月，「下水道 BIM/CIM オブジェクト
標準 第 1 版」を公表しました。ライブラリ化す
ることで，下水道事業での BIM/CIM 活用の本格
化が期待できます。

JS のオブジェクト標準は，「下水道 BIM/CIM
活用方法 第 1 版」における「設備等配置検討」，

「施工検討」，「概算数量 / 金額算定」，「空間調
整」，「デジタルデータ引渡」の 5 項目において活
用することを想定しています。

対象となる工種はプラント機械・電気設備であ
り，これらは下水道事業に特化している部分が多
く，民間におけるオブジェクトの作成が進んでい
ないため，オブジェクト標準での対象としまし
た。土木は現在のところ対象としていませんが，
今後の改定では民間でオブジェクト整備の進まな
い下水道施設特有のもの（開口蓋など）について

必要に応じた整備を予定しています（表－ 1）。
建築は先述のとおり，民間によるライブラリ化

が進んでいるため対象外としました。オブジェク
トは設計段階で使用するジェネリックオブジェク
ト，施工段階で使用するメーカーオブジェクトの
二つに分類されますが，オブジェクト標準におい
ては両方のオブジェクトを対象としています。

また，他分野におけるオブジェクト標準の骨子
である形状と属性の情報という組み合わせは同じ
ですが，下水道事業により特化した構成としてい
ます。

形状情報はオブジェクトの外観，3 次元形状に
加え，機器外形寸法やメンテナンススペースな
ど，下水道事業で必要な情報が追加されていま
す。機器や部材そのものの寸法に加え，それを適
切に扱うために必要なスペースがあらかじめ盛り
込まれていることで，設置後に離隔が足りずにメ
ンテナンスができないといった事態を防止するこ
とを目的とします。

属性情報についてもオブジェクト作成者などの
管理情報のほか，機器の名称や点検記録に関する
各種要素や下水道施設の分類など，維持管理で使
用する際に必要な情報から構成されています（図
－ 3）。

これらの情報は国土交通省発行の「BIM/CIM
活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編」を参
考に構築しており，設計，施工時の業務だけでは
なく，維持管理においても活用できる構成としま
した。しかし，下水道施設で使用する機器や部材
は規格や分類が多種多様であるため，入力フォー
マットを完全に固定してしまうと将来の改定が困
難になり，運用の柔軟性が失われることが予想さ

表－ 1　下水道 BIM/CIMオブジェクト標準の対象一覧
工種 種類 第 1版 第 2版以降 備考
土木 蓋や防食塗装等 × △ 必要により整備

建築・建築設備 建具や機器等 × × 対象外

プラント機械 機器
配管・弁類

○
×

○
×

対象機器の拡充
BIMソフト対応

プラント電気 盤，計器等
ケーブルラック類

○
×

○
×

対象機器の拡充
BIMソフト対応

建設マネジメント技術　　2024 年 9 月号 25

建マネ2409_05_特集_4_四.indd   25建マネ2409_05_特集_4_四.indd   25 2024/09/02   13:312024/09/02   13:31



建設DXの展開特集 建設DXの展開

れ ま し た。 そ の た め，
CSV ファイルへの入力と
し，情報の追加・削減を容
易にしています。

オブジェクトは JS が関
与する事業の中で収集する
こととしており（図－ 4），
公表の方法については現在
検討しているところです。

BIM/CIM はもともと 3
次元 CAD を中心として発
展してきたこともあり，設
備等配置検討やモデル上の
施工検討，空間調整での活
用が期待されるものです
が，前述のとおり，下水道
事業では BIM/CIM 活用が
普及しておらず，大型の鋳
鉄管や弁などがオブジェク
トとして実装されていませ
ん。そのことが下水道分野
で BIM/CIM が活用されて
いない要因の一つとなって
います。

そのため，まずはオブジ
ェクトの充実を図るととも
に，維持管理に結び付くよ
うな標準化を推し進めるこ
とにより，BIM/CIM 活用
を促進します。これがオブ
ジェクト標準を策定した狙
いです。

管理情報
（必須）

共通情報
（必須）

活用方法 03

外観写真等形状情報

下水道BIM/CIM
オブジェクト標準
に基づく部材

属性情報

3次元オブジェクト

空間・形状寸法
（必須）

活用方法 04

活用方法 05

活用方法 06

活用方法 08

オブジェクト標準の版
作成日，作成者等

名称，分類
主要仕様　他

設備等配置検討用

機器確認用

BIMソフト用

機器寸法や
メンテスペース
が分かる図表

施工検討用

概算数量 /金額算定用

空間調整用

デジタルデータ引渡用

図－ 3　下水道 BIM/CIMオブジェクト標準 第 1版の情報構成案

図－ 4　下水道 BIM/CIMオブジェクト標準の運用概要
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4.　JSのBIM/CIM展望

JS では，令和 8 年度から全ての実施設計業務
において，BIM/CIM を適用することを目標とし
ています。現在は試行段階であり，「下水道 BIM/ 
CIM 活用方法」における EIR/BEP の取り交わし
を進めています。公示時点で EIR（発注者情報要
件）において JS が想定する当該業務における BIM/ 
CIM 活用を提示し，受注者は BEP（BIM/CIM 実
行計画書）を提出することで実施可能な BIM/CIM
活用方法の提案を行ってもらうものです。その後，
両者で協議を行い最終的な利用方法を決定します。

建設工事においても BIM/CIM 活用を行う案件
を選定し，EIR/BEP の取り交わしを行っています。
情報のフィードバックのため，EIR/BEP を取り
交わした受注者にアンケートを行うなど，BIM/
CIM 活用の手段について検討しています。

JS では BIM/CIM を活用することが業務の効
率化に広く資すると捉えており，令和 8 年度から
の BIM/CIM 活用の本格適用に先立って「下水道
BIM/CIM オブジェクト標準 第 1 版」を策定し，
円滑な BIM/CIM 活用の準備を推し進めていま
す。将来的には建築分野と同じように，BIM/
CIM 活用が下水道分野においても普及すること
を目指します。

JS 内の職員の教育に関しては，職員自身が関
連するスキルを身に付けて適切に BIM/CIM を活
用できるようになること，また必要に応じて受注
者に適切な指導を行えるように，職員自らが 3 次
元スキャナでの点群計測やデータ処理を実施でき
る取り組みを行っています。令和 6 年 6 月末時点
で全国約 30 カ所の点群データを整理しており，
この活動は社内の専門部署だけではなく，若手を
中心とした全国各地の職員で行っており，将来の
下水道 BIM/CIM，建設 DX の普及を見据えた人
材育成と考えています。

職員のスキルは年々向上しており，令和 6 年 1
月の能登半島地震の際には，現地へ派遣された職

員が 360 度カメラで撮影し遠隔地の拠点の技術職
員と連絡を取り合うなど，新技術を活用しながら
作業の効率化に積極的に取り組んでいます。今後
も関連技術の活用を模索し，設計・施工以外の業
務分野においても，BIM/CIM をはじめ新しい技
術の活用に取り組んでいきます。

5.　おわりに

下水道事業は，人口減少とそれに伴う下水道使
用料収入の減少，改築更新を要する設備の増大や
建設コンサルタント・建設会社の人手不足など，
大変厳しい環境に置かれています。下水道に求め
られるものも下水汚泥の資源活用や創エネ，災害
対応拠点など，従来から変化しています。そのよ
うな状況の中で，担当者間・プロジェクト間の情
報共有を確実に実施し，より多くの課題を解決す
ることが求められています。

BIM/CIM は設計・施工の生産性を向上させ，
業務を効率化させることで，人手不足の問題を緩
和させるのみならず，維持管理に活用することも
できます。需要が小さく，民間主導ではなかなか
普及が進んでいない下水道施設のオブジェクト標
準を JS が策定することで，今後の下水道におけ
る BIM/CIM 活用をリードしていきたいと考えて
います。

JS は下水道プラットフォーマーとして DX 推
進や ICT 技術の開発，技術基準の策定など下水
道を通じた社会全体の発展に貢献します。
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